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子どもめ遊 びとエンパワーメン斗


























































































そして,独特の関与である遊隙は,｢鍵束 ･で ･遊ぶ｣｢鬼ごっこを ･して ･遊ぶ｣｢鬼
ごっこ･で ･遊ぶ｣という中に,表現されているとするのである｡注目点は,｢で｣であ
る｡この ｢で｣は,｢『でもって』の手段の 『で』ではなく, - ･.いずれが主 ･客ともわ
かちがたい力動的な遊びの様態が現象する場, ･･･ 『遊隙』 を呈示する助詞である｣
(31)｡｢『鍵束で遊ぶ』とは,わたしの掌が,鍵束 『と』の相互的な同調という関係にまき
こまれており,そ甲遊隙の場 『で』,さまざまに生起する気分や状況 『に ･遊ぶ』 ことを
意味 している｣(31)｡
こうして遊隙とは,私と何かとの相互的な同調関係ということになり,主観的なもので


































































































さて,遊動における ｢情態性の了解｣ とは,どのようなことか｡ これは,｢プランコ｣,
遊園地の ｢ジェット･コースター｣など,めまいを起 こしそうな遊びを遊びたらしめてい






｢これら落下やゆれ,旋回といった動きや刺激にみずか ら同調 して, これ 『に ･遊ぶ』 と
いう,あの遊びに固有の存在様態｣(65)を体験する遊びとされるのである｡
｢情態性の了解｣は,遊園地の ｢ジェット･コースター｣など,刺激の強い遊びを遊び




































しての 『もちあそぴもの (持遊物 ･玩物)』と考えられている｣(145).としたうえで,道
具との違いを強調 し,｢玩具とは,道具のように 『もちいる』ものではな.く,『もち･遊ぶ』
































































































む しろ手にふれ,『手に即 してある』｣(153),玩具が遊びをそそのか し,｢遊び事は,自分
にさしむけられた, この多様で予見不可能な運動に,みずからも, しなやかな弾性によっ
て応 じ, こうして両者は,パ トス的な 『相即』の関係に立っ｣(153)というもので ある｡











































































































































































ある｡ それは,誰にでも可能で,誰もが関係 し合える世界である｡ しかし,｢企ての世界｣
と ｢遊びの世界｣が違うとしても,どちらを選択するかは自由である｡ 現実は,｢企ての












































スポータイム (輸入元 ･総販売元 :株式会社ニシ ･スポーツ)を参照｡
遊びを追求 していくと身体論,身体観にぶつかって しまう｡能力形成は追求されるが,
身体形成はあまり論 じられない｡そこにこそ,遊びが重視されない要因があると思わ
れる｡ 身体論については,養老孟司 『日本人の身体観の歴史』法蔵館 1996年などを
参照｡
